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1. 検討概要

1. 1 検討の目的

本検討書は、 神奈川県平塚市田村に出店を予定し ている 店舗新設に伴う 騒音に関し て、 平成

12 年 6 月に施行さ れた「 大規模小売店舗立地法（ 平成 10 年法律第 91 号） 」 （ 以下「 大店立地

法」 と いう 。 ） に従い、 予測を行った。

昼間・ 夜間における「 店舗から 発生する 騒音の“ 総合的な予測” 」 及び夜間における「 夜間に

騒音発生が見込ま れる場合の“ 発生する 騒音ごと の予測” 」 について、「 大規模小売店舗を設置

する 者が配慮すべき 事項に関する 指針」 （ 平成 19 年 2 月 1 日、 経済産業省告示第 16 号） に基づ

き 検討する 。 なお、 騒音予測手法は「 大規模小売店舗から 発生する 騒音予測の手引き（ 第 2 版）」

（ 平成 20 年 10 月、 経済産業省） に基づく も のと する 。

1. 2 店舗の概要

店 舗 名 （ 仮称） ベルク 平塚田村店

所 在 地 神奈川県平塚市田村６ 丁目９ 番１ 号

店 舗 面 積 3, 642 ㎡

駐 車 場 台 数 232 台（ 届出台数 152 台）

駐 車 場 の 形 態 敷地内自走式駐車場

出 入 口 の 数 入口 1 か所、 出口 1 か所、 出入口 1 か所

1. 3 店舗の位置

店舗の位置を添付図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） 及び No. 1-2 騒音発生源位置図（ 屋

上） に示す。

1. 4 営業時間等

営業時間
ベルク 午前 9 時 00 分～翌午前 0 時 00 分

未定２ 者 午前 9 時 00 分～午後 11 時 00 分

駐車場の利用時間 午前 8 時 30 分～翌午前 0 時 30 分

荷さ ばき 施設の利用時間
①～③ 午前 6 時 00 分～午後 10 時 00 分

④～⑥ 午前 6 時 00 分～午前 8 時 30 分

冷凍冷蔵用室外機の稼働時間 ベルク 24 時間

空調用室外機の稼働時間
ベルク 午前 8 時 00 分～翌午前 1 時 00 分

未定２ 者 午前 8 時 00 分～午後 11 時 00 分

給湯用室外機の稼働時間 ベルク 午前 8 時 00 分～翌午前 1 時 00 分

排気ファ ンの稼動時間

ベルク

午前 8 時 00 分～翌午前 1 時 00 分

（ 一部、午前 8 時 00 分～午後 10 時 00 分）

（ 一部、 24 時間）

未定２ 者
午前 8 時 00 分～午後 11 時 00 分

（ 一部、 24 時間）

外気処理機の稼働時間 ベルク 24 時間

キュ ービク ルの稼働時間 24 時間
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1. 5 店舗所在地及び周辺の用途地域の指定

当該店舗敷地 ： 第一種住居地域

当該店舗敷地周辺： 第一種住居地域、 準工業地域

2. 騒音予測

2. 1 騒音予測の概要

計画店舖から 発生する騒音が周辺に立地する 住居等に及ぼす影響について、「 大規模小売店舖

から 発生する 騒音予測の手引き 」 （ 平成 20 年 10 月、 経済産業省） に示さ れた手法を用いて予測

計算を行った。 予測項目は表 2. 1－1 に示すと おり であり 、 こ れら 予測項目について騒音の総合

的な予測（ 等価騒音レベル（ LAeq） ） 及び発生する 騒音ごと の予測を行った。

表 2. 1－1 予測し た騒音の種別

騒音の種別 予測項目 騒音発生源

定常騒音

室外機

冷凍冷蔵用室外機

空調用室外機

給湯用室外機

換気設備
排気ファ ン

外気処理機

その他 キュ ービク ル

変動騒音

車両走行音

来客車両

荷さ ばき 車両

廃棄物収集車両

荷さ ばき 作業音 台車走行（ 平坦）

廃棄物収集作業音
圧縮時

非圧縮時

アイ ド リ ング音 圧縮時

後進ブザー音
荷さ ばき 車両

廃棄物収集車両

衝撃騒音

荷さ ばき 作業音

リ フト 昇降

リ フト と 床の衝撃

台車走行音( 段差超)

ド ア開閉音
荷さ ばき 車両

廃棄物収集車両

定常騒音： レベル変化が小さ く 、 ほぼ一定と みなさ れる 騒音

変動騒音： 騒音レ ベルが不規則かつ連続的にかなり の時間範囲にわたって変化する 騒音

衝撃騒音： 一つの事象の継続時間が極めて短い騒音

※荷さ ばき 車両はアイ ド リ ング禁止を徹底する ため、 アイ ド リ ング音の対象外。
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表 2. 1－2 予測・ 評価の概要

騒音の総合的な予測 発生する 騒音ごと の予測

予測項目 計画店舗の施設から 発生する 騒音全体を

対象と する 。

夜間（ 午後 11 時～翌日の午前 6 時） にお

いて計画店舖の施設から 発生する 騒音（ 設

備騒音） を対象と する。

予測地点 計画店舗の外周 4 方向の 4 地点と する 。 各騒音源の直近敷地境界線と する 。

予測方法 等価騒音レ ベル（ LAeq） 発生源ごと の騒音レ ベルの最大値（ Lmax）

昼間（ 午前 6 時～午後 10 時） 及び夜間（ 午

後 10 時～翌日の午前 6 時） の等価騒音レ

ベルについて予測する 。

夜間（ 午後 11 時～翌日の午前 6 時） にお

いて発生する と 考えら れる 騒音レ ベルの

最大値について予測する 。

評価方法 「 騒音に係る 環境基準」 （ 平成 24 年 3 月

30 日、 環境庁告示第 54 号） の基準値を超

過し ないよ う 努める 。

「 騒音規制法」 における 夜間の規制値を超

過し ないよ う 努める 。

評価基準 ( 第一種住居地域)

昼間： 55dB以下 夜間： 45dB以下

( 準工業地域)

昼間： 60dB以下 夜間： 50dB以下以

( 第一種住居地域)

夜間： 45dB以下

※隣地の一部は市街化調整区域だが、 第一種住居地域と 同じ 用途地域と みなし て評価し た。



4

2. 2 予測手法

2. 2－1 総合的な騒音の予測

( 1) 自動車走行騒音以外の騒音（ Ｌ Aeq, T, store） の予測基本式

設備騒音（ 定常騒音） 、 廃棄物収集作業音、 後進ブザー音（ 以上、 変動騒音） 、 荷さ ばき 作業

音、 ド ア開閉音（ 以上、 変動騒音及び衝撃騒音） を考慮し 以下の予測基本式を用いて等価騒音レ

ベルを計算する 。

i k

L

k0
j

L

j

L

iT
k,j,pi,p NTTT

T
L 10/10/10/

10store,Aeq, 101010
1

log10 AEAA 　　

こ こ で、

： 対象と する 時間区分の時間 [ s] （ 昼間は 57, 600 [ s]、 夜間は 28, 800 [ s] ）

： 対象と する 時間区分における i 番目の定常騒音の継続時間 [ s]

： 対象と する 時間区分における j 番目の変動騒音の継続時間 [ s]

： 基準時間、 1 [ s]

： i 番目の定常騒音源によ る 予測点における 騒音レ ベル [ dB]

： j 番目の変動騒音源によ る 予測点における 騒音のエネルギー的な時間平均値[ dB]

： 対象と する 基準時間帯において発生する k 番目の衝撃騒音の発生回数

： k 番目の衝撃騒音源から の騒音の単発騒音暴露レ ベル [ dB]

( ｱ) 定常騒音源（ 設備機器） の場合

id
i

ipip L
r

r
rLL ,

0

100,A,A log20)(

こ こ で、

pA,iL ： i 番目の騒音源によ る 予測地点における 騒音レ ベル [ dB]

)( 0rLpA,i ： i 番目の騒音源によ る 基準距離における 騒音レ ベル [ dB]

r i ： i 番目の騒音源から 予測地点までの距離 [ m]

r 0 ： 基準距離， 1 [ m]

d,iL ： i 番目の騒音源に対する 回折に伴う 減衰に関する 補正量 [ dB] （ 負の値）

( ｲ) 変動騒音源（ 荷さ ばき 作業音、 廃棄物収集作業音、 後進ブザー音） の場合

jd

0

j
j,pj,p L

r

r
rLL 0 ,10log20－)(AA

こ こ で、

pA,jL ： j 番目の騒音源によ る 予測地点における 騒音のエネルギー的な時間平均値 [ dB]

)( 0rLpA,j ： j 番目の騒音源によ る 基準距離における 騒音のエネルギー的な時間平均値 [ dB]

jr ： j 番目の騒音源から 予測地点ま での距離 [ m] r o： 基準距離， 1 [ m]

d,jL ： j 番目の騒音源に対する回折に伴う 減衰に関する 補正量 [ dB]（ 負の値）

k

k

jpA

ipA

j

i

L

N

L

L

T

T

T

T

,

,

,

0

AE
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( ｳ) 衝撃騒音源（ 荷さ ばき作業音、 ド ア開閉音） の場合

kd
k

kk L
r

r
rLL ,

0

100,, log20)(AEAE

こ こ で、

kL ,AE ： k 番目の騒音源によ る 予測地点における 単発騒音暴露レ ベル [ dB]

)( 0rL k,AE ： k 番目の騒音源によ る 基準距離における 単発騒音暴露レ ベル [ dB]

kr ： k 番目の騒音源から 予測地点ま での距離 [ m]

r o ： 基準距離， 1 [ m]

k,L d ： k 番目の騒音源に対する 回折に伴う 減衰に関する 補正量 [ dB] （ 負の値）

自動車走行騒音以外の回折効果によ る 補正量 dL は次式を用いて計算する 。

322.00

1322.0)(sinh1.95

113log10
485.01

10

d

N

NN

NN

L

N ： フレ ネル数

（ /2N 、 ： 行路差[ m] 、 ： 波長[ m] ）

※ただし 、 フ レ ネル数 Nの符号は、 予測地点から 騒音源を見通せない場合は正、 見通せる 場

合は負の値を と る 。

※式中の±符号の＋は N<0、 －は N>0 のと き に用いる 。

※ま た、 式中の x1sinh は ))1(ln(sinh 2/121 xxx の関係を 用いて計算でき る 。 （ l n： 自然

対数）

( 2) 自動車走行騒音（ Ｌ Aeq, T, vehi cl e） の予測基本式

敷地内における 自動車走行等によ る 騒音は、 日本音響学会が提案し ている ASJ Model 2013 を

用いて計算する 。 予測の基本式は次のと おり である 。

i
i

L

T
T

t
T

L

T

N
LL

ip 10/

0

10AE

10AEvehicle,Aeq,

A,10
1

log10

log10

ただし 、 Ｌ AE： 単発騒音暴露レ ベル（ ユニッ ト パタ ーンのエネルギー積分値） [ dB]

Ｎ T ： 時間範囲Ｔ [ s] の間の交通量 [台]

Ｔ ： 対象と する 基準時間帯の時間 [ s]（ 昼間は 57, 600 [ s]、 夜間は 28, 800 [ s] ）

0T ： 基準時間、 1 [ s]

Ｌ pA, i ： i 番目の区間を 通過する 自動車によ る 予測地点における 騒音レ ベル[ dB]

Δt i ： 自動車が i 番目の区間を通過する時間 [ s]
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パワ ーレ ベルが AWL の 1 台の自動車によ る 騒音レベル
i,pL A
は、無指向性点音源の半自由空間に

おける 伝搬を考えて次式で計算する 。

iiiWip LLrLL ,g,d10A,A log208 Δ

Ｌ WAは、 速度 20km/h、 の低速・ 定常走行と みなし 、 82dBを用いる 。 （ 大規模小売店舗から 発

生する 騒音予測の手引き （ 第２ 版） H20. 10 よ り ）

回折効果によ る 補正量
dL は次式を用いて計算する 。

053.00

1053.0)(sinh175

120log10
414.01

10

－

－－

－－

－
dL

注） 1. ±符号の＋は >0, －は <0 のと き

2. 式中の x1sinh は x1sinh ＝
2/12 1ln xx の関係を用いて計算でき る 。

( ln : 自然対数)

ま た地表面効果によ る減衰に関する 補正量は、対象店舗の敷地内及び、発生源から 予測地点間

の地表面が舗装路面である こ と から 、 常に gL =0 と する 。

( 3) 計画店舗から 発生する騒音全体の等価騒音レ ベルの算出

「 自動車走行音以外の騒音（ LAeq, T, st ore） 」 と 「 自動車走行音（ LAeq, T, vehi cl e） 」 を合成

し て、 店舗から 発生する 騒音全体の等価騒音レ ベルを算出し た。

10/10/

10Aeq,
store,Aeq,vehicle,Aeq, 1010log10 TT LL

TL

2. 2－2 発生する 騒音ごと の予測

( 1) 定常騒音源（ 設備機器） の場合

【 騒音レ ベルＬ pAの算出式】

Ｌ pA, i =Ｌ pA, i ( r 0) －20l og10 ＋⊿Ｌ d, i

こ こ で、

Ｌ pA, ｉ ： ｉ 番目の騒音源によ る 予測地点における 騒音レ ベル〔 dB〕

Ｌ pA, （ r 0） ： ｉ 番目の騒音源によ る 基準距離における 騒音レ ベル〔 dB〕

ｒ ： ｉ 番目の騒音源から 予測地点ま での距離〔 m〕

r 0 ： 基準距離, 1〔 m〕

⊿Ｌ d, ｉ ： ｉ 番目の騒音源に対する 回折に伴う 減衰に関する 補正量（ 回折補

正量） 〔 dB〕 （ 負の数）

r ｉ

r 0
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( 2) 変動騒音・ 衝撃騒音

( ｱ) 自動車走行騒音の「 騒音レ ベルの最大値」

自動車走行等によ る 騒音の「 予測地点における 騒音レ ベルの最大値」 については、「 2. 2-1 総

合的な予測」 で示し た ASJ RTN-Model 2013 の考え方を基にし た方法でＡ 特性音圧レベル（ 騒音

レ ベル） を計算し て、 その最大値を用いる 。

Ｌ pA, i =Ｌ wA－8－20l og10r ｉ , ＋⊿Ｌ d, i ＋⊿Ｌ g, I

( ｲ) 自動車走行騒音以外の「 騒音レベルの最大値」

【 騒音レ ベルの最大値Ｌ A, Fmax の算出式】

Ｌ A, Fmaxｉ =Ｌ A, Fmaxｉ ( r 0) －20l og10 ＋⊿Ｌ d, i

こ こ で、

Ｌ A, Fmax, ｉ ： ｉ 番目の騒音源によ る 予測地点における 騒音レ ベルの最大値〔 dB〕

Ｌ A, Fmax, ｉ （ r 0） ： ｉ 番目の騒音源によ る 基準距離における 騒音レ ベルの最大値〔 dB〕

r ｉ ： ｉ 番目の騒音源から 予測地点ま での距離〔 m〕

r 0 ： 基準距離, 1〔 m〕

⊿Ｌ d, ｉ ： ｉ 番目の騒音源に対する 回折に伴う 減衰に関する 補正量（ 回折補正量）

〔 dB〕 （ 負の数）

r ｉ

r 0
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騒音発生源 機器番号
仕様書
頁番号

場所
高さ
（ｍ）

基準距離における
騒音レベル（dB）

稼働時間

BR1 冷凍冷蔵用室外機 ECOV-D300MA 1 2F北西 6.7 69.0 24時間

BR2 冷凍冷蔵用室外機 ECOV-J 185A 2 2F北西 6.7 69.0 24時間

BR3 冷凍冷蔵用室外機 ECOV-J 150A 3 2F南西 6.7 69.0 24時間

BR4 冷凍冷蔵用室外機 ECOV-D300MA 1 2F南西 6.7 69.0 24時間

BR5 冷凍冷蔵用室外機 ECOV-D270MA 4 2F南西 6.7 69.0 24時間

BS1 空調用室外機 S225ATES-W 5 2F南東 6.2 56.0 8:00～翌1:00

BS2 空調用室外機 S225ATES-W 5 2F南東 6.2 56.0 8:00～翌1:00

BS3 空調用室外機 SZRC63BYT 6 2F南東 7.2 50.0 8:00～翌1:00

BS4 空調用室外機 SZRH280BAD 7 2F北東 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS5 空調用室外機 SZRC80BYT 8 2F北東 7.2 54.0 8:00～翌1:00

BS6 空調用室外機 SZRH140BY 9 2F北東 7.2 58.0 8:00～翌1:00

BS7 空調用室外機 LSGYR3AA 10 2F北東 7.2 55.0 8:00～翌1:00

BS8 空調用室外機 SZRC112BY 11 2F北東 7.2 55.0 8:00～翌1:00

BS9 空調用室外機 SZRC140BY 12 2F屋上 11.2 58.0 8:00～翌1:00

BS10 空調用室外機 SZRC63BYT 6 2F西 7.2 50.0 8:00～翌1:00

BS11 空調用室外機 SZRC160BYD 13 2F西 7.2 59.0 8:00～翌1:00

BS12 空調用室外機 SZRC140BY 12 2F西 7.2 58.0 8:00～翌1:00

BS13 空調用室外機 SZRC280BAD 14 2F西 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS14 空調用室外機 SZRC280BAD 14 2F西 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS15 空調用室外機 SZRA50BYT 15 2F西 7.2 50.0 8:00～翌1:00

BS16 空調用室外機 SZRG40BYT 16 2F西 7.2 48.0 8:00～翌1:00

BS17 空調用室外機 SZRB140BY 17 2F西 7.2 58.0 8:00～翌1:00

BS18 空調用室外機 SZRT80BZT 18 2F西 7.2 54.0 8:00～翌1:00

BS19 空調用室外機 SZRC112BY 11 2F西 7.2 55.0 8:00～翌1:00

BS20 空調用室外機 SZRC280BAD 14 2F西 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS21 空調用室外機 SZRC280BAD 14 2F西 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS22 空調用室外機 SZRC280BAD 14 2F西 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS23 空調用室外機 SZRT280BBD 19 2F西 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS24 空調用室外機 SZRT280BBD 19 2F西 7.2 65.0 8:00～翌1:00

BS25 空調用室外機 SZRH112BY 20 2F南西 7.2 55.0 8:00～翌1:00

BS26 空調用室外機 SZRT180BZ 21 2F南西 7.2 58.0 8:00～翌1:00

BH1 給湯用室外機 EQ46XV 22 2F北東 6.7 48.0 8:00～翌1:00

BH2 給湯用室外機 EQ46XV 22 2F南西 6.7 48.0 8:00～翌1:00

2. 3 騒音発生源の設定

2. 3－1 定常騒音

定常騒音の発生源である 設備の一覧を表 2. 3－1 に示す。設備の稼働時間は、空調用室外機と 換

気設備の一部は午前 8 時から 翌午前 1 時と し 、 換気設備の一部と 冷凍冷蔵用室外機と キュ ービク

ルは 24 時間と 設定し 、 表中の“ 基準距離における 騒音レ ベル” を LpA, i ( r 0) と し て予測計算し た

（ 設備機器の設置位置は、 図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） 及び No. 1-2 騒音発生源位置図

（ 屋上） 参照） 。 室外機及び換気設備の設備から の騒音の基準距離の騒音レ ベルはメ ーカーのカ

タ ロ グ値である 。 なお、 カタ ロ グデータ が無響室かつ機器から １ m離れた地点で測定さ れている

場合は、 ３ dB 加えた。

※BS1, BS2, 1S1 は、 カタ ロ グデータ が全音響エネルギーである ため、 －８ dBを減し た。

表 2. 3－1 設備機器
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騒音発生源 機器番号
仕様書
頁番号

場所
高さ
（ｍ）

基準距離における
騒音レベル（dB）

稼働時間

BK1 排気ファン VD-23ZXP13-C 23 1F北 4.0 47.5 24時間

BK2 排気ファン VD-23ZXP13-C 23 1F北 4.0 47.5 24時間

BK3 排気ファン VD-20ZB14 24 1F北 4.0 39.5 24時間

BK4 排気ファン VD-20ZB14 24 1F北 4.0 39.5 8:00～翌1:00

BK5 排気ファン VD-18ZX14-C 25 1F北 4.0 32.5 24時間

BK6 排気ファン VD-20ZXP14-C 26 1F北 4.0 44.5 8:00～翌1:00

BK7 排気ファン VD-23ZB13 27 1F北 4.0 46.0 8:00～翌1:00

BK8 排気ファン VD-20ZB14 24 1F北 4.0 39.5 8:00～翌1:00

BK9 排気ファン VD-20ZB14 24 1F北 4.0 39.5 8:00～翌1:00

BK10 排気ファン VD-15ZP14 28 1F北 4.0 38.0 8:00～翌1:00

BK11 排気ファン VD-20ZC14 29 1F北 4.0 39.5 8:00～翌1:00

BK12 排気ファン VD-20ZX14-C 30 1F東 4.0 38.5 8:00～翌1:00

BK13 排気ファン VD-20ZXP14-C 26 1F東 4.0 44.5 24時間

BK14 排気ファン VD-20ZXP14-C 26 1F東 4.0 44.5 24時間

BK15 排気ファン VD-20ZB14 24 1F東 4.0 39.5 8:00～翌1:00

BK16 排気ファン VD-20ZC14 29 1F東 4.0 39.5 8:00～翌1:00

BK17 排気ファン VD-18ZXP14-C 31 1F東 4.0 36.0 24時間

BK18 排気ファン VD-18ZX14-C 25 スロープ下 4.0 32.5 8:00～翌1:00

BK19 排気ファン VD-18ZXP14-C 31 スロープ下 4.0 36.0 8:00～翌1:00

BK20 排気ファン VD-23ZXP13-C 23 1F南 4.0 47.5 8:00～翌1:00

BK21 排気ファン VD-23ZXP13-C 23 1F南 4.0 47.5 24時間

BK22 排気ファン VD-23ZXP13-C 23 1F南 4.0 47.5 8:00～翌1:00

BK23 排気ファン VD-23ZXP13-C 23 1F南 4.0 47.5 8:00～翌1:00

BK24 排気ファン VD-20ZB14 24 1F南 4.0 39.5 8:00～翌1:00

BK25 排気ファン VD-23ZXP13-C 23 1F南 4.0 47.5 8:00～翌1:00

BK26 排気ファン VD-20ZX14-C 30 1F南 4.0 38.5 24時間

BK27 排気ファン VD-20ZB14 24 1F南 4.0 39.5 24時間

BK28 排気ファン VD-20ZXP14-C 26 1F南 4.0 44.5 24時間

BK29 排気ファン VD-20ZX14-C 30 屋上屋東 8.5 38.5 24時間

BK30 外気処理機 RFT-12000S-OA 32 2F南西 6.7 70.5 24時間

BK31 排気ファン CLF6-No.1 3/4-OB-e 33 2F南西 6.2 74.5 8:00～22:00

BK32 排気ファン CLF6-No.1 1/2-OB-e 34 2F南西 6.2 79.5 8:00～22:00

1S1 空調用室外機 S284ATES-W 35 1F南東 1.0 53.0 8:00～23:00

1S2 空調用室外機 SZRC45BYV 36 1F南東 1.5 48.0 8:00～23:00

1S3 空調用室外機 SZRC45BYV 36 1F南東 1.5 48.0 8:00～23:00

1S4 空調用室外機 SZRC280BAD 14 1F南東 1.5 65.0 8:00～23:00

1S5 空調用室外機 SZRC280BAD 14 1F南東 1.5 65.0 8:00～23:00

1S6 空調用室外機 SZRC280BAD 14 1F南東 1.5 65.0 8:00～23:00

1K1 排気ファン BFS-150SUG2 37 1F東 4.0 64.5 8:00～23:00

1K2 排気ファン VD-18ZXP14-C 31 1F南 4.0 36.0 24時間

1K3 排気ファン BFS-150SUG2 38 1F南 4.0 68.0 24時間

1K4 排気ファン BFS-150SUG2 38 1F南 4.0 68.0 8:00～23:00

1K5 排気ファン VD-20ZB14 24 1F南 4.0 39.5 8:00～23:00

1K6 排気ファン VD-13Z14 39 1F南 4.0 31.5 8:00～23:00

1K7 排気ファン VD-15ZP14 28 1F南 4.0 38.0 8:00～23:00

2S1 空調用室外機 PA-P112U7HDNB 40 1F北 1.5 56.0 8:00～23:00

2S2 空調用室外機 PA-P280U7HDNB 41 1F北 1.5 66.0 8:00～23:00

2S3 空調用室外機 PA-P224U7HDNB 42 1F北 1.5 64.0 8:00～23:00

2S4 空調用室外機 PA-P160U7HDNB 43 1F北 1.5 62.0 8:00～23:00

2S5 空調用室外機 PA-P224U7HDNB 42 1F北 3.0 64.0 8:00～23:00

2S6 空調用室外機 PA-P224U7HDNB 42 1F北 3.0 64.0 8:00～23:00

2S7 空調用室外機 PA-P160U7HDNB 43 1F北 3.0 62.0 8:00～23:00

2S8 空調用室外機 PA-P112U7HDNB 40 1F北 3.0 56.0 8:00～23:00

2K1 排気ファン BFS-150SUG2 38 1F北 4.0 68.0 8:00～23:00

2K2 排気ファン BFS-150SUG2 38 1F北 4.0 68.0 8:00～23:00

2K3 排気ファン BFS-150SUG2 38 1F南 4.0 68.0 8:00～23:00

2K4 排気ファン BFS-150SUG2 38 1F南 4.0 68.0 8:00～23:00

2K5 排気ファン VD-18ZB14 44 1F南 4.0 33.0 8:00～23:00

2K6 排気ファン BFS-150SUG2 38 1F南 4.0 68.0 24時間

2K7 排気ファン VD-20ZB14 24 1F南 4.0 39.5 8:00～23:00

QB キュービクル - 45,46 ベルク棟北 1.5 45.3 24時間
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2. 3－2 変動騒音

( 1) 車両の走行音（ 来客車両、 荷さ ばき 車両）

( ｱ) 計算に使用し た予測車両台数

1 日当たり の来客車両台数は大規模小売店舗立地法指針よ り 算出し た台数 1, 263 台と する 。

平面駐車場は全台数が通過する と し 、屋上駐車場は全体台数と 屋上駐車場台数を案分し た台数

が通過する と し た。 なお、 昼と 夜は駐車場利用時間で案分し た。

なお、 往復走行区間は、 通過時間を２ 倍と する こ と で２ 回通過（ 往復走行） 分を評価し た。

表 2. 3-1 駐車場別時間帯別来店車両台数

時間帯
平面駐車場

（ 収容台数 141 台）

屋上駐車場

（ 収容台数 91 台）

昼間（ 8： 30～22： 00） 1, 066 台 418 台

夜間（ 22： 00～0： 30） 197 台 77 台

計 1, 263 台 495 台

昼夜の振り 分け

（ 日来台数 1, 263 台） ×（ 昼夜それぞれの利用可能時間） ÷（ 駐車場の利用可能時間 16 時間）

●昼間 1, 263 台 ×（ 13. 5 時間÷16 時間） ＝ 1, 066 台

●夜間 1, 263 台 ×（ 2. 5 時間÷16 時間） ＝ 197 台

屋上駐車場の振り 分け

（ 平面駐車場の来客車両台数） ×（ 屋上駐車場の収容台数） ÷（ 駐車場の全体収容台数）

●昼間 1, 066 台 ×（ 91 台÷232 台） ＝ 418 台

●夜間 197 台 ×（ 91 台÷232 台） ＝ 77 台

( ｲ) 車両の走行速度と 移動時間及び音響パワ ーレ ベル

1 来客車両

・ 移動区間は、図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） 及び No. 1-2 騒音発生源位置図（ 屋

上） に示す走行軌跡間の 20. 0ｍを基準と する 。

・ 走行速度は 20km/ｈ と する 。

・ 基準距離の移動時間は、 0. 18 秒/ｍと する 。 （ 1ｍ/（ 20km/h） ＝0. 18 秒）

・ 走行音のパワ ーレ ベルは、 「 大規模小売店舗から 発生する 騒音予測の手引き 」 （ 平成

20 年 10 月； 経済産業省） を参考に敷地内走行速度 20km/h のパワ ーレ ベル AWL 82. 0dB

を予測の参考値と し た。

2 荷さ ばき 車両

・ 移動区間は、 図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） に示す走行軌跡間の 10. 0ｍを基

準と する 。

荷さ ばき 施設①～③の利用時間は午前 6 時から 午後 10 時ま でで、 移動区間は図面

No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の荷 1-荷 2-荷 3-荷 4-荷 5-荷 6-荷 7-荷 8-荷 9-荷

10-荷 9-荷 8-荷 7-荷 6-荷 11-荷 4-荷 2-荷 1、

荷 1-荷 2-荷 4-荷 5-荷 12-荷 14-荷 15-荷 8-荷 15-荷 14-荷 15-荷 13-荷 6-荷 11-荷 4-

荷 2-荷 1、

荷 1-荷 2-荷 2-荷 4-荷 5-荷 12-荷 13-荷 7-荷 13-荷 12-荷 13-荷 7-荷 6-荷 11-荷 4-

荷 2-荷 1 のと おり と する 。
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荷さ ばき 施設④～⑥の利用時間は午前6時から 午前8時30分ま でで、 移動区間は図面

No. 1-1騒音発生源位置（ １ 階） の1A31-1A30-1A37-1A7-1A8-荷16-1A9-1A10-1A11-

1A12-1A13-1A14-1A15-1A16-1A17-1A18-1A19-1A20、

1A31-1A30-1A37-1A7-1A8-1A7-荷17-1A7-1A8-1A9-1A10-1A11-1A12-1A13-1A14-1A15-

1A16-1A17-1A18-1A19-1A20、

1A31-1A30-1A32-1A33-1A34-1A35-1A36-1A2-1A3-荷18-1A4-1A5-1A6-1A7-1A8-1A9-

1A10-1A11-1A12-1A13-1A14-1A15-1A16-1A17-1A18-1A19-1A20のと おり と する 。

・ 走行速度は 10km/ｈ と する 。

・ 基準距離の移動時間は 0. 36 秒/ｍと する 。 （ 1ｍ/（ 10km/h） ＝0. 36 秒）

・ 走行音のパワ ーレ ベルは、 「 大規模小売店舗から 発生する 騒音予測の手引き 」 （ 平成

20 年 10 月； 経済産業省） を参考に、 道路交通騒音の予測モデル“ ASJ Model 2013※1”

を用いて敷地内走行速度 10km/h、大型車のパワ ーレ ベルを算出し 、98. 8dB※2 を予測の

参考値と し た。

※1： 参考資料： 日本音響学会道路交通騒音調査研究委員会報告( 2013) 付属資料-1

自動車走行騒音のパワ ーレ ベル

※2： 98. 8 dB ＝ 88. 8 dB ＋ 10×l og10

( 2) 荷さ ばき によ る 台車走行音

・ 荷さ ばき 台車走行音の騒音発生源は図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の荷 10、

荷 14、 荷 12、 荷 16、 荷 17、 荷 18 のと おり と する 。

・ 荷さ ばき 車両 1 台当たり 5 回と する 。

・ 走行速度は 4km/ｈ と し 、 基準距離の移動時間は 9 秒と する 。（ 10ｍ/（ 4km/h） ＝9 秒）

往復で 18 秒と する 。

・ 騒音レ ベル（ dB） は「 手引き 」 のＬ pA 71. 0dBを予測の参考値と し た。

( 3) 廃棄物収集作業音

・ 廃棄物収集作業騒音の騒音発生源は図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の荷 10、

荷 14、 荷 12 のと おり と する 。

・ 作業時間は圧縮時は 3 分、 非圧縮時は 5 分と する 。

・ 騒音レ ベル（ dB） は「 手引き 」 のＬ pA 90. 0dB（ 圧縮時） 、 85. 0dB（ 非圧縮時） を予

測の参考値と し た。

・ 卓越周波数は 1, 000Hｚ と する 。

( 4) アイ ド リ ング音（ 廃棄物収集（ 圧縮） 車両）

・ アイ ド リ ング音の騒音発生源は図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の荷 10、荷 14、

荷 12 のと おり と する 。

・ 廃棄物収集車両のアイ ド リ ングは 3 分と する 。

・ アイ ド リ ング状態の荷特性音響パワ ーレベル（ dB） は、 「 手引き 」 のＬ pA 86. 6dBを

参考値と し た。
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( 5) 後進ブザー音（ 荷さ ばき 車両）

・ 後進ブザー音の騒音発生源は図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の荷 3-荷 4-荷 5-

荷 6-荷 7-荷 8-荷 9-荷 10、 荷 8-荷 15-荷 14、 荷 7-荷 13-荷 12、 1A8-1A7-荷 17 のと

おり と する 。

・ 移動時間は、 5 秒と する 。

・ 騒音レ ベル（ dB） は「 手引き 」 のＬ pA 90. 0dBを予測の参考値と し た。

・ 卓越周波数は 2, 000Hｚ と する 。

2. 3－3 衝撃騒音

( 1) 荷さ ばき ･荷下ろし 音

・ 荷さ ばき ･荷下ろし 音の騒音発生源は図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の荷 10、

荷 14、 荷 12、 荷 16、 荷 17、 荷 18 のと おり と する 。

・ 荷下し 作業は、 荷さ ばき 車両 1 台当たり 5 回と する 。

・ 騒音レ ベル（ dB） は、 「 手引き 」 のＬ AE値を予測の参考値と し た。

リ フト 昇降音 ： Ｌ AE 86. 1dB

リ フト ・ 床面等衝撃音： Ｌ AE 85. 6dB

（ 2） 荷さ ばき によ る 台車走行音（ 段差越え）

・ 荷さ ばき 台車走行音の騒音発生源は図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の荷 10、

荷 14、 荷 12、 荷 16、 荷 17、 荷 18 のと おり と する 。

・ 台車が段差を超える 回数は、 台車走行回数の 2 倍（ 1 台当たり 5 回×往復） と 同じ と

する 。

表 2. 3-3 ド ア開閉音騒音レ ベル

段差を超えた時の騒音レ ベル 台車が段差を
超える 回数（ 秒）LＡ Ｅ Ｌ Ａ , Ｆ max 根拠

積載なし
( dB) 83. 0 90. 0

手引き よ り 10 回×台数
周波数 4000Hz 4000Hz

（ 3） 荷さ ばき 車両ド ア開閉音

・ 荷さ ばき 車両等ド ア開閉音の騒音発生源は図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） の

荷 10、 荷 14、 荷 12、 荷 16、 荷 17、 荷 18 のと おり と する 。

・ ド ア開閉音は、 車両 1 台当たり 2 回と する 。

・ ド ア開閉音の騒音レ ベル（ dB） は、 「 手引き 」 のＬ AE値を予測の参考値と し た。

表 2. 3-3 ド ア開閉音騒音レ ベル

ド ア開閉音騒音レ ベル 作業総回数

（ 回）LＡ Ｅ Ｌ Ａ , Ｆ max 根拠

ド ア開閉音
( dB) 87. 2 91. 6

手引き よ り 2 回×台数
周波数 500Hz 500Hz
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予測
地点

予測高（ ｍ） 選定理由 用途地域
環境基準値（ dB)

昼間 夜間

Ａ
昼間 4. 2ｍ 計画地北側の道路を挟んだ住宅の敷地境界と し

た。 換気設備によ る 影響が高い為、 予測高さ は
2階レ ベルの高さ と し た。

準工業地域 60 50
夜間 4. 2ｍ

Ｂ
昼間 4. 2ｍ 計画地東側の道路を挟んだ住宅の敷地境界と し

た。 換気設備によ る 影響が高い為、 予測高さ は
2階レ ベルの高さ と し た。

第一種住居地域 55 45
夜間 4. 2ｍ

Ｃ
昼間 1. 2ｍ 計画地南東側の保育園（ 予定地） と の敷地境界

と し た。 車両走行音によ る 影響が高い為、 予測
高さ は1階レ ベルの高さ と し た。

第一種住居地域 55 45
夜間 1. 2ｍ

Ｄ
昼間 1. 2ｍ 計画地西側の道路を挟んだ駐車場の敷地境界と

し た。 車両走行音によ る 影響が高い為、 予測高
さ は1階レ ベルの高さ と し た。

準工業地域 60 50
夜間 1. 2ｍ

時間の区分
予測地点 予測と 評価

位置 高さ ( m) 用途地域 予測値（ dB） 基準値（ dB）

昼間
午前6時

～

午後10時

Ａ 4. 2 準工業地域 53. 2 60

Ｂ 4. 2 第一種住居地域 52. 2 
55

Ｃ 1. 2 第一種住居地域 48. 6 

Ｄ 1. 2 準工業地域 48. 2 60

夜間
午後10時

～

午前6時

Ａ 4. 2 準工業地域 44. 8 50

Ｂ 4. 2 第一種住居地域 43. 6 
45

Ｃ 1. 2 第一種住居地域 43. 3 

Ｄ 1. 2 準工業地域 43. 2 50

2. 4 予測結果・ 評価

2. 4－1 騒音の総合的な予測（ 等価騒音レベルの予測）

昼間・ 夜間における 等価騒音レ ベルの予測を、 表 2. 4－1 に示す予測評価地点（ Ａ ～Ｄ ） につ

いて行った。

（ 図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） 及び No. 1-2 騒音発生源位置図（ 屋上） 参照）

表 2. 4－1 等価騒音レ ベルの予測評価地点の選定理由

昼間： 午前 6 時～午後 10 時、 夜間： 午後 10 時～午前 6 時

2. 4－2 等価騒音レ ベルの予測結果

表 2. 4－2 等価騒音レ ベルの予測結果
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騒音の
分類

騒音源 予　 測　 地　 点 予測値
（ dB）

基準値
（ dB）予測項目 騒音発生源 位置 高さ ( ｍ) 用途地域

定
常
騒

音

室外機

BR1 冷凍冷蔵用室外機 br1 6. 7 第一種住居地域 37. 8 

45

BR2 冷凍冷蔵用室外機 br2 6. 7 第一種住居地域 38. 2 
BR3 冷凍冷蔵用室外機 br3 6. 7 第一種住居地域 39. 0 

BR4 冷凍冷蔵用室外機 br4 6. 7 第一種住居地域 38. 3 
BR5 冷凍冷蔵用室外機 br5 6. 7 第一種住居地域 37. 8 
BS1 空調用室外機 bs1 6. 2 第一種住居地域 41. 0 
BS2 空調用室外機 bs2 6. 2 第一種住居地域 41. 0 

BS3 空調用室外機 bs3 7. 2 第一種住居地域 41. 4 
BS4 空調用室外機 bs4 7. 2 第一種住居地域 43. 8 

BS5 空調用室外機 bs5 7. 2 第一種住居地域 39. 4 
BS6 空調用室外機 bs6 7. 2 第一種住居地域 41. 2 

BS7 空調用室外機 bs7 7. 2 第一種住居地域 38. 2 
BS8 空調用室外機 bs8 7. 2 第一種住居地域 38. 2 

BS9 空調用室外機 bs9 11. 2 第一種住居地域 26. 0 

BS10 空調用室外機 bs10 7. 2 第一種住居地域 18. 8 
BS11 空調用室外機 bs11 7. 2 第一種住居地域 27. 8 

BS12 空調用室外機 bs12 7. 2 第一種住居地域 26. 8 
BS13 空調用室外機 bs13 7. 2 第一種住居地域 34. 2 

BS14 空調用室外機 bs14 7. 2 第一種住居地域 34. 2 
BS15 空調用室外機 bs15 7. 2 第一種住居地域 18. 8 

BS16 空調用室外機 bs16 7. 2 第一種住居地域 16. 9 
BS17 空調用室外機 bs17 7. 2 第一種住居地域 27. 2 

BS18 空調用室外機 bs18 7. 2 第一種住居地域 23. 5 
BS19 空調用室外機 bs19 7. 2 第一種住居地域 24. 8 

BS20 空調用室外機 bs20 7. 2 第一種住居地域 34. 2 
BS21 空調用室外機 bs21 7. 2 第一種住居地域 34. 2 

BS22 空調用室外機 bs22 7. 2 第一種住居地域 34. 2 
BS23 空調用室外機 bs23 7. 2 第一種住居地域 34. 3 
BS24 空調用室外機 bs24 7. 2 第一種住居地域 34. 6 
BS25 空調用室外機 bs25 7. 2 第一種住居地域 28. 4 

BS26 空調用室外機 bs26 7. 2 第一種住居地域 31. 7 
BH1 給湯用室外機 bh1 6. 7 第一種住居地域 31. 7 

BH2 給湯用室外機 bh2 6. 7 第一種住居地域 22. 3 

換気設備

BK1 排気ファ ン bk1 4. 0 第一種住居地域 32. 9 

BK2 排気ファ ン bk2 4. 0 第一種住居地域 31. 7 

BK3 排気ファ ン bk3 4. 0 第一種住居地域 16. 4 
BK4 排気ファ ン bk4 4. 0 第一種住居地域 15. 3 
BK5 排気ファ ン bk5 4. 0 第一種住居地域 7. 3 
BK6 排気ファ ン bk6 4. 0 第一種住居地域 14. 3 

BK7 排気ファ ン bk7 4. 0 第一種住居地域 15. 2 
BK8 排気ファ ン bk8 4. 0 第一種住居地域 8. 0 

BK9 排気ファ ン bk9 4. 0 第一種住居地域 7. 6 
BK10 排気ファ ン bk10 4. 0 第一種住居地域 5. 9 
BK11 排気ファ ン bk11 4. 0 第一種住居地域 7. 2 
BK12 排気ファ ン bk12 4. 0 第一種住居地域 18. 2 
BK13 排気ファ ン bk13 4. 0 第一種住居地域 40. 4 
BK14 排気ファ ン bk14 4. 0 第一種住居地域 40. 4 

BK15 排気ファ ン bk15 4. 0 第一種住居地域 35. 4 
BK16 排気ファ ン bk16 4. 0 第一種住居地域 35. 4 

BK17 排気ファ ン bk17 4. 0 第一種住居地域 31. 9 
BK18 排気ファ ン bk18 4. 0 第一種住居地域 26. 5 

BK19 排気ファ ン bk19 4. 0 第一種住居地域 30. 0 
BK20 排気ファ ン bk20 4. 0 第一種住居地域 27. 5 

BK21 排気ファ ン bk21 4. 0 第一種住居地域 27. 5 
BK22 排気ファ ン bk22 4. 0 第一種住居地域 27. 5 
BK23 排気ファ ン bk23 4. 0 第一種住居地域 27. 5 

BK24 排気ファ ン bk24 4. 0 第一種住居地域 17. 3 
BK25 排気ファ ン bk25 4. 0 第一種住居地域 25. 0 

BK26 排気ファ ン bk26 4. 0 第一種住居地域 15. 5 
BK27 排気ファ ン bk27 4. 0 第一種住居地域 16. 2 
BK28 排気ファ ン bk28 4. 0 第一種住居地域 20. 5 
BK29 排気ファ ン bk29 8. 5 第一種住居地域 6. 5 

BK30 外気処理機 bk30 6. 7 第一種住居地域 41. 2 
1K2 排気ファ ン 1k2 4. 0 第一種住居地域 9. 2 

1K3 排気ファ ン 1k3 4. 0 第一種住居地域 40. 1 
2K6 排気ファ ン 2k6 4. 0 第一種住居地域 38. 1 

その他 QB キュ ービク ル qb 1. 5 第一種住居地域 22. 4 

2. 4－3 夜間の騒音発生源ごと の騒音レ ベルの最大値の予測

騒音発生源ごと の騒音レ ベルの最大値の予測結果

各騒音発生源について、 最寄り の店舗敷地境界における 騒音レベルの最大値の予測を行った。 結

果を表 2. 4－3 に示す。

表 2. 4－3( 1) 夜間における 騒音発生源ごと の最大値の予測結果

[定常騒音・ 店舗敷地境界]
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騒音の
分類

騒音源 予　 測　 地　 点 予測値
（ dB）

基準値
（ dB）予測項目 騒音発生源 位置 高さ ( ｍ) 用途地域

変

動
騒

音

走行音

1A1 来客車両 1a1 0. 5 第一種住居地域 74.0 

45

1A2 来客車両 1a2 0. 5 第一種住居地域 54.0 
1A3 来客車両 1a3 0. 5 第一種住居地域 48.9 

1A4 来客車両 1a4 0. 5 第一種住居地域 46.1 
1A5 来客車両 1a5 0. 5 第一種住居地域 46.1 

1A6 来客車両 1a6 0. 5 第一種住居地域 46.1 
1A7 来客車両 1a7 0. 5 第一種住居地域 46.1 

1A8 来客車両 1a8 0. 5 第一種住居地域 46.1 
1A9 来客車両 1a9 0. 5 第一種住居地域 46.1 

1A10 来客車両 1a10 0. 5 第一種住居地域 46. 1 
1A11 来客車両 1a11 0. 5 第一種住居地域 46. 1 

1A12 来客車両 1a12 0. 5 第一種住居地域 46. 1 

1A13 来客車両 1a13 0. 5 第一種住居地域 46. 8 
1A14 来客車両 1a14 0. 5 第一種住居地域 47. 1 

1A15 来客車両 1a15 0. 5 第一種住居地域 47. 1 
1A16 来客車両 1a16 0. 5 第一種住居地域 47. 1 

1A17 来客車両 1a17 0. 5 第一種住居地域 50. 2 
1A18 来客車両 1a18 0. 5 第一種住居地域 50. 5 

1A19 来客車両 1a19 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A20 来客車両 1a20 0. 5 第一種住居地域 74. 0 

1A21 来客車両 1a21 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A22 来客車両 1a22 0. 5 第一種住居地域 55. 0 

1A23 来客車両 1a23 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A24 来客車両 1a24 0. 5 第一種住居地域 55. 0 

1A25 来客車両 1a25 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A26 来客車両 1a26 0. 5 第一種住居地域 55. 0 

1A27 来客車両 1a27 0. 5 第一種住居地域 55. 0 

1A28 来客車両 1a28 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A29 来客車両 1a29 0. 5 第一種住居地域 55. 0 

1A30 来客車両 1a30 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A31 来客車両 1a31 0. 5 第一種住居地域 74. 0 

1A32 来客車両 1a32 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A33 来客車両 1a33 0. 5 第一種住居地域 55. 0 

1A34 来客車両 1a34 0. 5 第一種住居地域 55. 0 
1A35 来客車両 1a35 0. 5 第一種住居地域 55. 0 

1A36 来客車両 1a36 0. 5 第一種住居地域 54. 0 
1A37 来客車両 1a37 0. 5 第一種住居地域 49. 4 
1A38 来客車両 1a38 0. 5 第一種住居地域 49. 4 
2A1 来客車両 2a1 0. 5 第一種住居地域 35.9 

2A2 来客車両 2a2 1. 5 第一種住居地域 43.2 
2A3 来客車両 2a3 2. 4 第一種住居地域 45.5 

2A4 来客車両 2a4 3. 4 第一種住居地域 44.9 

2A5 来客車両 2a5 3. 4 第一種住居地域 38.0 
2A6 来客車両 2a6 5. 3 第一種住居地域 43.0 

2A7 来客車両 2a7 6. 2 第一種住居地域 49.0 
2A8 来客車両 2a8 6. 2 第一種住居地域 44.9 

2A9 来客車両 2a9 6. 2 第一種住居地域 44.9 
2A10 来客車両 2a10 6. 2 第一種住居地域 44. 9 

2A11 来客車両 2a11 6. 2 第一種住居地域 44. 9 
2A12 来客車両 2a12 6. 2 第一種住居地域 44. 9 

2A13 来客車両 2a13 6. 2 第一種住居地域 40. 2 
2A14 来客車両 2a14 6. 2 第一種住居地域 37. 1 

2A15 来客車両 2a15 6. 2 第一種住居地域 34. 8 
2A16 来客車両 2a16 6. 2 第一種住居地域 33. 0 
2A17 来客車両 2a17 6. 2 第一種住居地域 33. 0 
2A18 来客車両 2a18 6. 2 第一種住居地域 33. 0 

2A19 来客車両 2a19 6. 2 第一種住居地域 33. 0 

2A20 来客車両 2a20 6. 2 第一種住居地域 33. 0 
2A21 来客車両 2a21 6. 2 第一種住居地域 34. 8 

2A22 来客車両 2a22 6. 2 第一種住居地域 37. 1 
2A23 来客車両 2a23 6. 2 第一種住居地域 40. 2 
2A24 来客車両 2a24 6. 2 第一種住居地域 37. 1 
2A25 来客車両 2a25 6. 2 第一種住居地域 37. 1 

2A26 来客車両 2a26 6. 2 第一種住居地域 37. 1 

表 2. 4－3( 2) 夜間における 騒音発生源ごと の最大値の予測結果

[変動騒音・ 店舗敷地境界]
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騒音の
分類

騒音源 予　 測　 地　 点 予測値
（ dB）

基準値
（ dB）予測項目 騒音発生源 位置 高さ ( ｍ) 用途地域

変

動
騒
音

走行音

1A1 来客車両 1a1' 0. 5 準工業地域 53. 6 

50

1A2 来客車両 1a2' 0. 5 準工業地域 47. 8 

1A3 来客車両 1a3' 0. 5 準工業地域 44. 8 

1A4 来客車両 1a4' 0. 5 準工業地域 42. 6 

1A5 来客車両 1a5' 0. 5 準工業地域 40. 8 

1A6 来客車両 1a6' 0. 5 準工業地域 40. 6 

1A7 来客車両 1a7' 0. 5 準工業地域 40. 6 

1A8 来客車両 1a8' 0. 5 準工業地域 40. 6 

1A9 来客車両 1a9' 0. 5 準工業地域 40. 6 

1A10 来客車両 1a10' 0. 5 準工業地域 41. 6 

1A11 来客車両 1a11' 0. 5 準工業地域 43. 4 

1A12 来客車両 1a12' 0. 5 第一種住居地域 29. 4 

45

1A13 来客車両 1a13' 0. 5 第一種住居地域 46. 8 

1A14 来客車両 1a14' 0. 5 第一種住居地域 47. 1 

1A15 来客車両 1a15' 0. 5 第一種住居地域 47. 1 

1A16 来客車両 1a16' 0. 5 第一種住居地域 47. 1 

1A17 来客車両 1a17' 0. 5 第一種住居地域 47. 8 

1A18 来客車両 1a18' 0. 5 第一種住居地域 48. 0 

1A19 来客車両 1a19' 0. 5 第一種住居地域 47. 8 

1A20 来客車両 1a20' 0. 5 準工業地域 47. 2 50

1A21 来客車両 1a21' 0. 5 第一種住居地域 44. 8 45

1A22 来客車両 1a22' 0. 5 準工業地域 44. 2 

50

1A23 来客車両 1a23' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A24 来客車両 1a24' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A25 来客車両 1a25' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A26 来客車両 1a26' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A27 来客車両 1a27' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A28 来客車両 1a28' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A29 来客車両 1a29' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A30 来客車両 1a30' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A31 来客車両 1a31' 0. 5 準工業地域 47. 2 

1A32 来客車両 1a32' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A33 来客車両 1a33' 0. 5 準工業地域 44. 2 

1A34 来客車両 1a34' 0. 5 準工業地域 45. 4 

1A35 来客車両 1a35' 0. 5 準工業地域 49. 1 

1A36 来客車両 1a36' 0. 5 準工業地域 49. 1 

1A37 来客車両 1a37' 0. 5 準工業地域 42. 2 

1A38 来客車両 1a38' 0. 5 準工業地域 43. 4 

2A3 来客車両 2a3' 2. 4 第一種住居地域 45. 5 
45

2A7 来客車両 2a7' 6. 2 第一種住居地域 45. 5 

騒音の
分類

騒音源 予　 測　 地　 点 予測値
（ dB）

基準値
（ dB）予測項目 騒音発生源 位置 高さ ( ｍ) 用途地域

変

動
騒
音

走行音

1A1 来客車両 1a1" 0. 5 準工業地域 44. 0 50

1A13 来客車両 1a13" 0. 5 第一種住居地域 36. 7 

45

1A14 来客車両 1a14" 0. 5 第一種住居地域 36. 7 

1A15 来客車両 1a15" 0. 5 第一種住居地域 36. 6 

1A16 来客車両 1a16" 0. 5 第一種住居地域 36. 8 

1A17 来客車両 1a17" 0. 5 第一種住居地域 36. 8 

1A18 来客車両 1a18" 0. 5 第一種住居地域 35. 9 

1A19 来客車両 1a19" 0. 5 第一種住居地域 35. 1 

2A3 来客車両 2a3" 2. 4 第一種住居地域 40. 7 

2A7 来客車両 2a7" 6. 2 第一種住居地域 43. 3 

表 2. 4－3( 3) 夜間における 騒音発生源ごと の最大値の予測結果

[ 変動騒音・ 保全区域]

表 2. 4－3( 4) 夜間における 騒音発生源ごと の最大値の予測結果

[変動騒音・ 直近住居外壁]
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予測地点 規制値 予測結果 用途地域

ア （ 自敷地境界） 45 42. 9 第一種住居地域

イ （ 自敷地境界） 45 44. 4 第一種住居地域

ウ （ 自敷地境界） 45 42. 4 第一種住居地域

2. 4－4 夜間の騒音発生源の騒音レ ベル最大値の合成値の予測

表 2. 4－4 夜間における 騒音発生源の騒音レ ベル最大値の合成値の予測結果 単位： dB

※予測地点については別添図面 No. 1-1 騒音発生源位置図（ １ 階） 及び No. 1-2 騒音発生源

位置図（ 屋上） 参照

2. 4－5 評価

－評価－

等価騒音の予測結果は昼間及び夜間において計画店舗から 発生する 騒音は、 全て環境基準値を

下回る 。

夜間における 騒音発生源ごと の騒音レ ベルの最大値の予測結果で定常騒音については、 全て店

舗敷地境界において規制値以下と なった。 変動騒音である 車両走行音の一部が店舗敷地境界及び

保全区域で規制値を上回っている が、 直近住居外壁では規制値以下と なった。

ま た、 夜間騒音レ ベルの最大値の合成値の予測結果は、 店舗敷地境界の全ての予測地点で規制

値を下回る 。

従って、 計画店舗周辺の住宅等への影響は軽微である と 予測する 。 以上から 周辺環境に与える

影響は少ないと 考えら れる 。

なお、 今後近隣から 苦情等があった場合は誠意をも って対応し ていく も のと する 。



18


